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　マタイによる福音書10章では、主イエスが十二人
の弟子を選び、汚れた霊に打ち勝つ権威を与えられ、
山上の説教に次ぐ第二の説教が語られます。そし
て、彼らは、町々、村々に派遣され、神の支配がき
たことを宣べ伝える使命を与えられます。わたした
ちの教会の伝道もここに始まったのではないでしょ
うか。使徒たちはさまざまな迫害を経験します。そ
の苦難の中にあって忍耐して勇気をもって進まねば
なりません。
　「わたしがあなたがたをつかわすのは、羊をおお
かみの中に送るようなものである」（16節）、「人々
に注意しなさい。彼らはあなたがたを衆議所に引き
渡し、会堂でむち打つであろう」（17節）と主は警
告されます。しかし、苦難を恐れて沈黙して妥協す
るのではなく、ひるまずに信仰を告白し続けなけれ
ばなりません。さらに「最後まで耐え忍ぶ者は救わ
れる」（22節）と約束されるのです。
　ここでは「恐れるな」という言葉が三度繰り返さ
れています。「だから彼らを恐れるな。おおわれた
もので、現れてこないものはなく、隠れているもの
で、知られてこないものはない」（26節）。「からだ
を殺しても、魂を殺すことのできない者どもを恐れ
るな。むしろ、からだも魂も地獄で滅ぼす力のある
かたを恐れなさい」（28節）。「それだから、恐れる
ことはない。あなたがたは多くのすずめよりも、ま
さった者である」（31節）。
　どのような困難に直面しても、神以外の者を恐れ
ることはないのです。「恐れるな」と励ましてくだ
さる主が共にいてくださるのです。

　さらに、主イエスは「人の前でわたしを受けいれ
る者を、わたしもまた…受けいれる」（32節）と言
われます。この「わたしを受けいれる」というのは、
「わたしを認める」「わたしを神の子、救い主と認め
る」ということです。また、「信仰を言い表す」「讃
美する」ということです。主を誉め称え、救い主と
して認め、信じ、心から受けいれるということです。
　「信仰を持つ」ということは、その根本は、唯

ただひと

一
つ、主イエスを認め、誉め称えることです。主が受
け入れてくださるときに、わたしたちは、主にすべ
てを委ねて、主の御

み

跡
あと

に従って力強く生きることが
出来るのです。わたしたちは、生かされているこの
現実と、未来の不安の不透明を嘆くことはありませ
ん。主が先立って進んでくださるからです。
　日本キリスト教会大信仰問答の制定が、今日、わ
たしたちの教会でとても大事なことであり、その必
要性が次のように語られています。
　「日本キリスト教会が生ける神の言葉を、生き生
きと、豊かに、さらに深く、十分に言い表し、それ
を教えていく教会、告白教会になっていくためにど
うしても必要なことと考えられます」。
　この大信仰問答に親しみ、神の言葉を生き生きと
告白し、どのような苦難のなかにあっても、神の栄
光を現す希望を見失わず、教会の内外の諸問題に対
処したいと思います。そして、地上においても、天
上においても、すべてのものが主イエスのとりなし
によって、祝福と、恵みにあずかるように、ひたす
ら神の御霊の導きを祈り求めたいと思います。
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主イエスを受けいれる者
　だから人の前でわたしを受けいれる者を、わたしもまた、天にいますわたしの
父の前で受けいれるであろう。（マタイによる福音書10章32節　口語訳）
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